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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
長　
　

中　

山　

正　

隆

平
成
二
十
七
年 

新
年
ご
あ
い
さ
つ

有
田
川
町
議
会
議
長　
　

湊　
　
　

正　

剛

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
中
は
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ

り
、
議
員
活
動
に
精
励
で
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
18
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
有
田
川
町
も
、
今
年
で
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
と
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が

着
々
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
二

月
に
は
、
私
ど
も
16
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
深
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
私
ど
も
は
、
使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
、
今
後
も
有
田
川
町
並
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
た
め
に
、
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
の
内
外
で
は
大
き
な
風
水
害
や
地
震
が
発
生
し
、
被
災
さ
れ
た
方
も
多
く
、

被
害
も
広
域
的
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
に
お
い
て
も
、
人
口
減

少
に
よ
る
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
み
、
農
林
業
の
振
興
、
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
の
巨

大
地
震
に
対
す
る
防
災
対
策
な
ど
、
様
々
な
行
政
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
住
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
、
ま
た
安
心
安
全
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
最
善
の
努
力
を
し
て
参
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
わ
が
町
に
お
い
て
も
今
後
ま
す
ま

す
厳
し
い
行
財
政
運
営
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
中
に
あ

り
ま
し
て
も
、
町
民
の
代
表
と
し
て
の
認
識
に
立
ち
、
町
民
皆
さ
ま
方
の
ご
意
思

を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
議
会
と
し
て
も
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
す
ば
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、ま
た
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
全
般
に
わ
た
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

有
田
川
町
は
平
成
18
年
に
合
併
し
、
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ま
と
共
に
町
全

体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
町
づ

く
り
も
順
調
に
仕
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
、
高
野
山
開
創
１
２
０
０
年
な
ど
和
歌

山
県
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
観
光
誘
致
、
活
性
化
に
も

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
網
整
備
な
く
し
て
町
の
発
展
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
4
2
4

号
、
４
８
０
号
な
ど
の
国
道
、
海
南
金
屋
線
な
ど
の
県
道
の
整
備
を
強
く
、
国
、
県

へ
働
き
か
け
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
子
育
て
支
援
と
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
も
、
よ
り
一
層
充
実
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

近
年
、
南
海
ト
ラ
フ
の

巨
大
地
震
な
ど
、
地
震
や
津
波
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
有
田
川
町
は
和

歌
山
県
の
津
波
の
想
定
浸
水
区
域
外
で
、
大
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
も
、
消
防
防
災

拠
点
で
あ
る
消
防
庁
舎
を
防
災
の
拠
点
と
し
て
迅
速
に
救
助
を
行
え
る
体
制
を
整
え

て
お
り
ま
す
が
、
常
に
防
災
意
識
を
高
め
、
危
機
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
体
制
づ
く

り
が
大
事
で
す
。

今
後
に
お
い
て
も
い
つ
も
住
民
の
安
全
・
安
心
を
第
一
に
考
え
、
豊
か
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
と
更
な
る
町
の
発
展
に
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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吉
備
地
区

金
屋
・
清
水
地
区

ま ち の わ だ い

有田川町元気プロジェクト会議主催の『あらぎ島イルミテラス』が、昨年 12 月 6 日（土）、清水地域を
中心とした多くの方々のご協力を得てスタートしました。

初日はオープニングイベントとして、地元「しみず温泉あてがわ太鼓」による大迫力の太鼓の演舞と、
毎年 9 月 6 日に開催している “ キャンドルライトイルミネーション in あらぎ島 ” の主催団体「紀清の集い」
による豚汁のふるまいや三田区によるおもてなしが行われました。

あらぎ島に設置した LED 約 3,000 個が日没後に点灯、あらぎ島を幻想的に浮かび上がらせます。（表紙）
見頃は 18 ～ 20 時頃。写真では伝えきれない光景がそこにありますので、ぜひ『あらぎ島イルミテラス』
を現地でお楽しみください。

「あらぎ島イルミテラス」スタート！

2月1日（日）まで開催中！

平成 26 年度 中学生の「税についての作文」並びに「標語」受賞者（敬称略・順不同）

賞の内容 中学校名 学年 氏名 題名・作品
有田地方租税教育推進協議会会長賞 金屋 3 服部　　睦 作文 税金というのは
有田地方租税教育推進協議会会長賞 吉備 3 和田　優花 標語 納めよう　確かな未来の　架け橋を
和歌山県租税教育推進連絡協議会賞 吉備 2 髙居　大和 作文 僕らの受けている税金の恩恵
公益社団法人　湯浅納税協会会長賞 石垣 1 髙垣　　結 標語 あなたの税が　だれかの未来を　救ってる
公益社団法人　納税協会連合会会長賞 吉備 3 本林　朋子 作文 ｢お世話になっている税金｣
有田納税貯蓄組合連合会会長賞 金屋 2 上田　純生 作文 税金の大切さ
大桑教育文化振興財団理事長賞 八幡 3 坂本　真基 作文 僕らの未来
和歌山県納税貯蓄組合総連合会会長賞 石垣 3 大野　美花 作文 私達にとって税とは
全国納税貯蓄組合連合会感謝状 有田川町立白馬中学校
有田川町長賞 八幡 3 鈴木　菜々 作文 税のありがたみ
有田川町長賞 石垣 3 加納　千尋 作文 税と明るい未来を目指す
有田川町長賞 金屋 1 大西　　渚 作文 税の大切さ
有田川町長賞 吉備 2 宮本　朱里 作文 ｢税金はなぜ必要か｣
有田川町長賞 白馬 2 瀨村　　光 作文 税の重要性
有田川町長賞 吉備 1 岩﨑　有香 標語 ありがとう　税のおかげで　良い暮らし
有田川町長賞 金屋 3 松本　佑介 標語 税により　支えられてる　人と国
有田川町長賞 八幡 3 松場　優芽 標語 はやくから　知っておこう　税のこと
近畿税理士会湯浅支部長賞 白馬 2 岡　　鈴菜 作文 税は必要なのか
近畿税理士会湯浅支部長賞 吉備 3 中尾　結惟 作文 税について
近畿税理士会湯浅支部長賞 白馬 2 尾前　皓介 標語 納税は未来貯金　自分のために　日本のために
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ま ち の わ だ い

11 月 26 日
（水）、二川温
泉で「有田温
泉 協 会 献 湯
祭」が行われ
ました。有田
地方の 9 つの
温泉施設より
当日汲み上げ
た温泉水を献
湯し、豊かな
温泉の恵みへ
の感謝と有田
地方の良質な
温 泉 の PR を
行いました。

献湯祭は毎
年「いい風呂

の日」に合わせ 11 月 26 日に行われ、今回で第
10 回を数えます。有田川町では二川温泉のほか、
かなや明恵峡温泉・しみず温泉も参列し、各温泉
の発展を祈願しました。

有田川町消防本部で、11 月 26 日（水）、心肺
停止の救急事案に貢献した硲田 智昭さん・硲田 
絹代さん・髙垣 雅永さん（ご欠席）・髙垣 佐和子
さん・岩本 真紀さん・岩本 昌之さん（写真左から）
に感謝状を贈呈しました。9 月 23 日（火）、中井
原地内で突然倒れた男性に、迅速な 119 番通報
と的確な救命処置を行い、AED を用いて心拍を
再開させ、駆け付けた救急隊に引き継ぎ、その後、
男性が無事に社会復帰を果たしました。その臆せ
ず勇気ある行動を表したものです。

食育運動の推進に伴い、「地産地消」活動のひと
つとして農業士会・4H クラブの方が丹精込めて作
り上げた温州みかんを町内の子どもたちに味わって
もうらおうと贈呈されました。将来有田川町を担っ
ていく子どもたちにみかんや農業への関心を深めて
もらうことを目的として、毎年実施されています。

献湯祭

消防協力者表彰

おいしいみかんを子どもたちへ

100 歳おめでとうございます

硲 みさよさん［徳田］
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ま ち の わ だ い

今年度で第 5 回目を迎えた「AKI ☆ DEN 大会」！有田川町内の小学校がそれぞれチームを作り、12
月 6 日（土）にきび会館周辺において駅伝大会が開催されました。（全 21 チーム）

日頃の練習の成果を十分に発揮し、一生懸命走る選手たちの姿に、観覧席や沿道からは大きな声援が
飛び交い、地域一帯となって盛り上がる日となりました。

大会結果については、次の通りです。（敬称略）
●総合表彰●
【１位】藤並小 A	 【２位】御霊小 A	 【３位】鳥屋城小 A
【４位】田殿小 A	 【５位】藤並小 B	 【６位】鳥屋城小 B

●区間賞●
第 1 区　1 位 岡﨑日和（藤並 A）	 2 位 篠畑こころ（鳥屋城 B）	 3 位 谷口心音（御霊 A）
第 2 区　1 位 立岡竜之介（御霊 A）	 2 位 上前幸之助（鳥屋城 A）	 3 位 岡﨑海志（藤並 A）
第 3 区　1 位 西馬つぐみ（藤並 A）	 2 位 小谷楓（御霊 A）	 3 位 吉松春佳（田殿 A）
第 4 区　1 位 平石隆翔（御霊 A）	 2 位 森本恵翔（鳥屋城 A）	 3 位 梶田琉輔（藤並 A）・木根勇人
　　　　（藤並 B）
第 5 区　1 位 髙垣愛美（田殿 A）	 2 位 竜﨑璃（藤並 A）	 3 位 大西萌絵（鳥屋城 A）
第 6 区　1 位 前晴貴（鳥屋城 A）	 2 位 硲田陽向（鳥屋城 B）	 3 位 土居豊典（藤並 B）・瀧谷侑斎
　　　　（小川 A）

●敢闘賞●
宮地悠槻（藤並 A）、林咲良（御霊 A）

●コース新記録賞● 7 分 05 秒：平石隆翔（御霊 A）
●チーム新記録賞● 46 分 19 秒：藤並小　46 分 49 秒：御霊小
●最優秀応援賞●　御霊小
●タイムトライアル●

男子【1 位】吹上浩輝（鳥屋城小）	【2 位】川村悠真（鳥屋城小）	【3 位】中屋新太郎（鳥屋城小）
女子【1 位】吉田遙香（田殿小）	 【2 位】勝丸優希（田殿小）	 【3 位】川嶋愛（田殿小）

第 5 回有田川町小学校対抗駅伝大会
『AKI ☆DEN 大会』
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農
家
お
よ
び
農
地
所
有
の
皆
さ
ま
へ

農
地
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
農
地
台
帳
情
報

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
窓
口
で
公
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
農
地
台
帳
と
は
？

農
地
台
帳
と
は
有
田
川
町
に
お
住
ま
い

の
世
帯
で
、
農
地
を
所
有
し
て
い
る
場
合

に
作
成
さ
れ
る
台
帳
で
農
地
の
所
有
状

況
、権
利
関
係
（
法
に
基
づ
く
貸
借
な
ど
）

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
法
定
化
に
よ
る
変
更
と
は
？

こ
れ
ま
で
、
農
地
台
帳
は
自
ら
の
世
帯
に

か
か
わ
る
台
帳
の
み
閲
覧
可
能
で
し
た
が
、

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
各
市
町
村
で
定

め
て
い
る
個
人
情
報
保
護
条
例
な
ど
の
規

定
に
係
わ
ら
ず
請
求
が
あ
れ
ば
必
ず
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
表
に
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公

表
」
と
「
農
業
委
員
会
に
よ
る
窓
口
公
表
」

が
あ
り
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
農
地
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
た
め
、

広
く
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
事
項

①
農
地
の
所
在
、
地
番
地
目
及
び
面
積

②
賃
借
権
等
の
種
類
・
存
続
期
間

③
耕
作
者
ご
と
の
整
理
番
号

④
遊
休
農
地
の
措
置
の
実
施
状
況

⑤
農
振
法
・
都
市
計
画
法
の
区
域
区
分

⑥
貸
付
け
に
関
す
る
所
有
者
の
意
向

⑦
農
地
中
間
管
理
機
構
が
借
り
て
い
る
農

地
か
ど
う
か

●
広
く
公
表
す
る
必
要
が
な
い
も
の
の
、

農
地
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
た
め
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
し
合
い
の
場
等

で
必
要
な
事
項
（
窓
口
で
閲
覧
の
み
の

公
表
）

①
所
有
者
の
氏
名
・
名
称

②
賃
借
人
等
の
氏
名
・
名
称

③
耕
作
者
の
氏
名
・

名
称

　
農
地
集
積
・
集
約
化
と
は
？

地
域
で
中
心
と

な
る
意
欲
的
な
農

家
（
担
い
手
）
に

農
地
を
集
め
て
農

作
業
を
効
率
化
し

て
、
生
産
コ
ス
ト

を
下
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
と
は
？

和
歌
山
県
農
業
公
社
が
J
A
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
規
模
縮
小
農
家
等

か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
規
模
を
拡
大
し

た
い
担
い
手
農
家
や
新
規
就
農
者
へ
農
地

の
貸
借
を
進
め
る
機
関
で
す
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
？

地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
い

わ
れ
る
も
の
で
集

落
や
地
域
で
抱
え

る
「
人
と
農
地
の

問
題
解
決
」
の
た

め
、
集
落
や
地
域

で
話
し
合
っ
て
い

た
だ
く
計
画
の
こ

と
で
す
。

⑥
に
つ
い
て
は
、「
農
地
を
貸
し
た
い
」

な
ど
、
今
後
の
意
向
を
農
地
台
帳
に
地
番

ご
と
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
公

表
す
る
こ
と
に
よ
り
農
地
の
貸
し
借
り
な

ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
一
方
で
、
請
求
す
れ
ば
誰
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
十
分
考
慮
の

上
、
申
し
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
台
帳
に
貸
し
出
し
意
向
の
記
載
を

希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
来
年
度
か
ら
の
公

表
に
つ
い
て
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

金
屋
庁
舎　

産
業
課
内　

農
業
委
員
会
事
務
局　

５
２
‐
２
１
１
１

清
水
行
政
局　

産
業
振
興
室

☎
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

今
冬
の
関
西
電
力
管
内
の
電
力
受
給
に

つ
い
て
も
、厳
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
夏
の
節
電

に
続
き
冬
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間
は
3
月
31
日（
火
）
ま
で
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
の
間
、
家
庭
で
は

特
に
午
後
6
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
を
昨

年
と
同
様
に
平
成
22
年
冬
と
比
べ
て
7
％

以
上
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
践
例
と
し
て

●
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
20
℃
を
目
途
に
、

重
ね
着
な
ど
の
工
夫
（
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
）

で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
心
掛
け
る
。

●
夕
方
に
電
気
製
品
の
使
用
が
重
な
ら
な

い
よ
う
家
事
の
段
取
り
を
組
む
。

【
例
】
食
器
洗
い
乾
燥
機
、洗
濯
乾
燥
機
、

浴
室
乾
燥
機
、
掃
除
機
な
ど

●
不
要
な
照
明
は
消
す
。

●
待
機
電
力
を
な
く
す
。（
リ
モ
コ
ン
で
は

な
く
本
体
主
電
源
を
切
る
）

●
冷
蔵
庫
の
設
定
を
『
弱
』
に
す
る
。

●
ホ
ー
ム
こ
た
つ
が
複
数
あ
る
家
庭
は
一

つ
の
こ
た
つ
で
。

な
ど
、
各
家
庭
で
工
夫
の
上
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

最
近
町
内
で
不
法
投
棄
が
さ
れ
て
い
る

と
の
連
絡
を
受
け
ま
す
。

不
法
投
棄
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
で
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
5
年

以
下
の
懲
役
若

し
く
は
1
千
万

円
以
下
（
法
人

の
場
合
は
3
億

円
以
下
）
の
罰

金
ま
た
は
併
科

に
処
せ
ら
れ
ま

す
。

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
次
の
よ
う
な
も
の

は
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
決

し
て
町
が
収
集
す
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
個
人
が
直

接
環
境
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
も
引
き

取
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
）

こ
れ
ら
の
物
は
専
門
業
者
か
中
間
処
理

業
者
に
処
理
を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
該
当
品
（
テ
レ
ビ
・

冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
）
●
農
業
用
資
材
（
マ
ル
チ
シ
ー
ト

や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
資
材
、
肥
袋
、
農

薬
の
ビ
ン
や
袋
、
薬
散
ホ
ー
ス
、
防
風
ネ
ッ

ト
、
田
の
波
板
な
ど
）
●
草
刈
り
機
の
刃

●
産
業
廃
棄
物
と
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の

●
廃
油
●
レ
ン
ガ
、
石
、
土
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
●
鉄
骨
の
切
れ
端
●
金
庫
●
自
動

車
、単
車
の
本
体
及
び
部
品
●
バ
ッ
テ
リ
ー

●
エ
ン
ジ
ン
●
タ
イ
ヤ
●
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

製
品
（
塩
ビ
管
、
ト
ユ
な
ど
）
●
消
火
器

●
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
（
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は

出
せ
ま
す
が
中
身
を
完
全
に
抜
い
て
く
だ

さ
い
）
●
ワ
イ
ヤ
ー
及
び
ロ
ー
プ
●
硬
い

工
具
●
漁
網
●
モ
ー
タ
ー
●
パ
レ
ッ
ト
●

石
膏
ボ
ー
ド
●
浴
槽
●
断
熱
材　

な
ど

12
月
1
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
県
内
の
P
M
2.5
な
ど
の
大
気
汚
染
情

報
を
提
供
す
る
「
和
歌
山
県
大
気
常
時
監

視
シ
ス
テ
ム
」
の
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
、

ス
マ
ホ
で
確
認
可
能
）
で
は
大
気
環
境
情

報
を
地
図
上
で
わ
か
り
や
す
く
表
示
し
た

り
、
ト
ッ
プ
画
面
で
は
P
M
2.5
注
意
喚
起

や
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
発
令
情
報
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
（
P
M
2.5
注
意
喚
起
情
報
や
1
時
間

毎
の
速
報
値
）
の
登
録
も
可
能
で
す
。

http://taiki.pref.w
akayam

a.lg.jp

冬
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら

処
理
で
き
な
い
物
に
つ
い
て

「
和
歌
山
県
大
気
常
時
監
視
シ
ス

テ
ム
」の
運
用
開
始
に
つ
い
て

環境センターが処理できずに町が引き取った物
※毎月のように町収集のゴミとして出されています

網 マルチシート
農業用ホース
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健康みちしるべ

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
年
を
迎
え
気
持
ち
を
新
た
に
健
康

な
1
年
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
上
手
に
飲
め
ば
、「
百
薬
の
長
」
と

言
わ
れ
る
お
酒
、
適
量
の
飲
酒
は
心
身
と

も
に
良
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

つ
い
つ
い
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
う
人
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
お
酒
の
「
適
量
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か

お
酒
な
ど
に
含
ま
れ
る
「
ア
ル
コ
ー
ル

量
」
の
適
量
は
、
1
日
あ
た
り
20
ｇ
程
度

ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
量
20
ｇ
を
お
酒
に
換
算
す

る
と
…

・
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
1
本
（
5
0
0
㎖
）

・
日
本
酒
1
合
（
1
8
0
㎖
）

・
ワ
イ
ン
（
約
1
8
0
㎖
）

・
ウ
イ
ス
キ
ー
【
ダ
ブ
ル
】（
60
㎖
）

・
ブ
ラ
ン
デ
ー
【
ダ
ブ
ル
】（
60
㎖
）

・
焼
酎
（
25
度
）
0.6
合
（
約
1
1
0
㎖
）

・
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
1.5
缶
（
約
5
2
0
㎖
）

し
か
し
、
女
性
や
65
歳
以
上
の
人
、
お

酒
に
弱
い
人
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の

疾
患
の
あ
る
人
は
、
こ
れ
よ
り
も
少
な
い

量
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
適
量
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
人
で
あ
っ
て
も
そ
の
日
の
体
調
や

状
態
に
よ
っ
て
酔
い
具
合
も
異
な
っ
て
現

れ
ま
す
。

●
イ
ッ
キ
飲
み
は
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

の
原
因
に
な
り
ま
す

急
激
に
大
量
の
お
酒
を
飲
む
と
、
血
中

の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
急
速
に
高
く
な

り
、一
気
に
脳
が
麻
痺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
低
血
圧
、
呼
吸

困
難
な
ど
危
険
な
状
態
を
引
き
起
こ
し
、

ひ
ど
い
場
合
は
昏
睡
状
態
に
な
っ
た
り
、

死
に
至
る
危
険
が
あ
る
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

●
妊
娠
中
の
飲
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う

妊
娠
中
の
女
性
が
お
酒
を
飲
む
と
、
ア

ル
コ
ー
ル
が
胎
盤
を
通
じ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
体

内
に
入
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、流
産
や
早
産
、

分
娩
異
常
、「
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
」

を
引
き
起
こ
す
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

授
乳
期
間
中
の
飲
酒
も
母
乳
を
通
じ
て
赤

ち
ゃ
ん
に
危
険
が
及
び
ま
す
。
授
乳
期
間

中
も
飲
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
適
正
飲
酒
の
10
か
条

　
（
社
団
法
人
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
医
学
協
会
提
唱
）

①
談
笑
し　

楽
し
く
飲
む
の
が
基
本
で
す

②
食
べ
な
が
ら　

適
量
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と

③
強
い
酒　

薄
め
て
飲
む
の
が
オ
ス
ス
メ

で
す

④
つ
く
ろ
う
よ　

週
に
2
日
は
休
肝
日

⑤
や
め
よ
う
よ　

き
り
な
く
長
い
飲
み
続
け

⑥
許
さ
な
い　

他
人
（
ひ
と
）
へ
の
無
理

強
い
・
イ
ッ
キ
飲
み

⑦
ア
ル
コ
ー
ル　

薬
と
一
緒
は
危
険
で
す

⑧
飲
ま
な
い
で　

妊
娠
中
と
授
乳
期
は

⑨
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
要
注
意

⑩
肝
臓
な
ど
定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

乳幼児を子育て中のみなさんへ

あけましておめでとうございます！
これからの未来を担うかわいい子どもたちをみんなで育てましょう！
親子で楽しく遊べる場、ほっと一息つける場として

いつでも気軽にご利用下さい。

ひとりで頑張らないで、助けられ上手になりましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第2木曜日10:00〜 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

20 日・21 日の午後は保育所行事のためお休みします。
■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）

☎ 090-7966-1697　　52-5474［FAX 兼用］

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

1 月 18 日（日） 8:00 ～／きびドーム
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

2 月 1 日（日） 8:00 ～／金屋文化保健センター
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮
大腸がん提出日時　金 屋 庁 舎 1月14日（水）まで
　　　　　　　　　清水行政局 1月13日（火）17 時まで

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

1 月 6 日（火）清水保健センター
1 月 7 日（水）金屋文化保健センター
2 月 3 日（火）清水保健センター
2 月 4 日（水）金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
　【20:00 ～ 21:00】
　1 月 8 日（木）
　　ステップエクササイズ
　【14:00 〜 15:00】
　1 月 23 日（金）
　　お腹引きしめ体操
清水会館
　【14:00 ～ 15:00】
　1 月 15 日（木）
　　ステップエクササイズ
　2 月 5 日（木）
　　リズムウォーキング
　※内容
■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

実施時間

9:00～
11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況

区　　分 国民健康保険
加入者数（26 年 10 月末） 9,193  人

11 月支払額 3 億 1,794 万  円

26 年度の累計 22 億 3,585 万  円

1 人当たりの医療費（10 月） 34,585  円

25 年度 1 人当たりの医療費（月） 32,994  円

25 年度 1 人当たりの医療費（年） 395,933  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

1 月 5 日（月）／清水保健センター
1 月 8 日（木）／金屋文化保健センター
1 月 15 日（木）／金屋文化保健センター
1 月 22 日（木）／金屋文化保健センター
2 月 2 日（月）／清水保健センター
2 月 5 日（木）／金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 か月児健診［平成 26 年 9 月生まれ］
1 月 27 日（火）13:00 ～
10 か月児健診
［平成 26 年 2 月生まれ］1 月 6 日（火）13:00 ～
［平成 26 年 3 月生まれ］2 月 3 日（火）13:00 ～
1歳6か月児健診［平成 25 年 4 月 16 日～ 5 月生まれ］

1 月 21 日（水）12:45 ～
2 歳児健診［平成 24 年 10 月生まれ］

1 月 28 日（水）12:45 ～
3 歳 6か月児健診
［平成 23 年 6 月生まれ］
1 月 14 日（水）12:45 ～

育児サロン 清水行政局住民福祉室

1 月 5 日（月）「製作」
2 月 2 日（月）「新聞遊び」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

1 月 27 日（火）9:30 ～ 11:00　清水保健センター
「節分遊び」

お身体大切に！あなたの健康を支えている国民健康保険
医療費は年々増えています。その内、自己負担額を除いた分の約3
割は国保税で、残りの国県町負担となる7割も元を正せば私たちの
税でまかなわれています。医療保険制度を守り、税負担を少なく．．。
私たちのちょっとした心がけで、その上昇をとめることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回受
診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00

9



こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

元気いっぱい「運動遊び」！

『運動遊び』とは、各保育所の年長児を対
象とし、丈夫な身体を作るだけでなく、『群
れ遊び』を通して友だちとのコミュニケー
ションを学びます。
また、運動する喜びを感じながら【見る力】

【聞く力】を養い、【集中力】を高めること
をねらいとし、よりよい学校教育につなげ
ようとしています。
このように、子どもが楽しいと感じられ

る遊びを中心に、ものごとに対して意欲的
に取り組める子ども、集中して活動に取り
組める子どもの育成を進めています。

あけまして
　おめでとう
　　ございます

ほんねんも
　よろしく
　　おねがいします

10
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ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580
開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

ま
り
こ

ま
り
こ

16 7 00( )

onte del Sognoonte del Sogno

講談社　もったいないばあさんのてんごくとじごくのはなし　　真珠まりこ講談社　もったいないばあさんのてんごくとじごくのはなし　　真珠まりこＣＣ

1 10 ) 1

( 最終日は 18：00 で 終了致します。)

図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

絵本原画展 「小さな駅美術館 ～Ponte del Sogno～」
第4回有田川町絵本コンクール原画展（佳作の部）
「ゆきのひ」1 月 4 日（日）～ 10 日（土）
「あさがおのりゅう」11 日（日）～ 16 日（金）
「やくそくの花」17 日（土）～ 22 日（木）
真珠まりこ原画展　1月23日（金）～2月6日（金）

金屋図書館で初笑い初遊び
～もったいないばあさんといっしょ～

1 月 24 日（土）13：00 ～ 14：00
ワークショップ「もったいないばあさん福笑いを作ろう！」
対象：保育園児～　　定員：親子 30 組（先着）
申込：1 月 10 日（土）～ 18 日（日）町内図書施設まで申込

一 般 書
　小　説　

「ヤモリ、カエル、シジミチョウ」	 江國香織著

「化土記」	 北原亞以子著

「大原御幸」	 林真理子著

「みんなの少年探偵団」	万城目学著　湊かなえ著

「鳳雛の夢」	 上田秀人著

「狂言者」	 江上剛著

「密室館殺人事件」	  市川哲也著

「インデックス」	  誉田哲也著

「深海の人魚」	  森村誠一著

「陰陽師　蛍火ノ巻」	  夢枕獏著

　く ら し　

「とっておきのひと鉢づくり」	明るい部屋著

「シニアが使いやすいウェブサイトの基
本ルール」	 グラフィック社編集部編

「実家の片づけ活かし方」
	 日経ホームビルダー編

「壁塗り実例＆実践百科」	 学研パブリッシング

「いつでも手づくりルームシューズ」
	 日本ヴォーグ社　健　康

「クローン病・潰瘍性大腸炎の安心ごはん」
	 田中可奈子著

「パソコンによる首・肩のコリと痛みは
こうやって治す」	  渡辺靖之著

「頭痛薬が効かない頭痛になったとき読む本」
	 寺本純著

「痛いところから分かる骨・関節・神経の
逆引診断事典」	 井尻慎一郎著

児 童 書
「僕たちの国の自衛隊に 21 の質問」	半田滋作

「まるわかり ! パラリンピック」
	 日本障がい者スポーツ協会監修

「タヌキ」	 竹田津実作

「カッパもやっぱりキュウリでしょ？」
	 シゲタサヤカ作

「いかだにのって」	 とよたかずひこ作

「家庭科室の日曜日」	 村上しいこ作

1 月の移動図書館
◇ 9 日（金）粟 生 小 13:15 ～ 13:45
◇ 14 日（水）石 垣 小 13:00 ～ 13:20
◇ 15 日（木）八 幡 小 13:00 ～ 14:00
◇ 16 日（金）こころの医療センター 14:30～15:00 → 西ヶ峯小 15:40～16:00
◇ 20 日（火）城山西小 13:00 ～ 13:25
◇ 21 日（水）田 殿 小 13:00 ～ 13:30
◇ 22 日（木）五西月小 12:50 ～ 13:20
◇ 23 日（金）粟 生 小 10:25 ～ 10:45

1 月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ会）
保育園児～小学校低学年対象
◎金 屋 図 書 館／ 10 日（土）
◎Ａ Ｌ Ｅ Ｃ／ 17 日（土）
◎清水 C.C 図書室／ 24 日（土）
◎御 霊 公 民 館／ 31 日（土）
各会場 10:00～10:30

（ALEC は 10:00～11:00・清水 C.C
図書室は 10:30～11:30）
DVD 上映会
◎金屋図書館／ 11 日（日）10:00 ～
　「プルート」
◎ちいさな駅美術館／ 21日（水）16:00～
　「14 ひきのさむいあさ」
◎金屋図書館／ 25 日（日）10:00 ～
　「ウルトラマンセブン①」

おひざで抱っこのおはなし会（わらべうた教室）　0～ 2歳児対象
◎金屋図書館／ 8 日（木） 10:00 ～ 11:00「イヤイヤの時期には・・・」

ブックラザ（親子創作造形遊び）　2～ 4歳までの親子対象
◎金屋図書館／ 22 日（木） 10:00 ～ 11：00
　毛糸をはってあったか帽子とゆきだるまくん「やまのおふろやさん」

新 着 案 内
本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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有
田
川
町
消
防
出
初
式
を
次
の
日
程
で

開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
有
田

川
町
消
防
団
の
勇
壮
な
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
1
月
10
日（
土
）
9
時
～

■
場
所
／
有
田
川
町
消
防
本
部（
庄
１
０
４
２
）

し
た
。
こ
の
よ
う
な
被
害
か
ら
文
化
財
を

守
る
と
と
も
に
、
文
化
財
愛
護
に
関
す
る

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
昭
和
30
年
か

ら
1
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と

定
め
て
、
文
化
財
建
造
物
等
に
お
け
る
防

火
運
動
を
全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
平
成
26
年
1
月
25
日
に
白
岩

丹
生
神
社
（
小
川
）
及
び
牛
蓮
寺
（
下
湯

川
）
に
お
い
て
、
消
防
署
・
消
防
団
合
同

の
消
防
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

2
月
15
日（
日
）
に
、
小
児
・
乳
児
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
と
A
E
D
取
扱
講

習
を
行
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

●
場
所
／
有
田
川
町
消
防
本
部

●
時
間
／
9
時
～
12
時

●
定
員
／
40
名
（
参
加
費
無
料
）

●
問
い
合
わ
せ
／
有
田
川
町
消
防
本
部 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
法
隆
寺
金
堂

か
ら
出
火
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
壁
十
二

面
に
描
か
れ
た
仏
画
の
大
半
が
焼
損
し
ま

年
始
は
、
餅
料
理
を
食
べ
る
機
会
が
増

え
、
毎
年
餅
な
ど
に
よ
る
窒
息
事
故
が
多

く
な
り
ま
す
。
窒
息
は
、
食
物
な
ど
の
異

物
が
気
道
を
塞
ぎ
、
息
が
で
き
な
く
な
っ

た
状
態
で
す
。

窒
息
を
起
こ
す
と
、
死
に
至
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
み
込
む
力
が

弱
っ
た
高
齢
者
な
ど
で
は
食
べ
物
を
細
か

く
き
ざ
む
な
ど
工
夫
を
し
、
日
頃
か
ら
予

防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
チ
ョ
ー
ク
サ
イ
ン

窒
息
を
起
こ
し
、
呼
吸
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
を

他
の
人
に
知
ら

せ
る
世
界
共
通

の
サ
イ
ン
。

●
窒
息
の
発
見

苦
し
そ
う
、
顔
色
が
悪
い
、
声
が
出
せ

な
い
な
ど
、
異
物
に
よ
る
窒
息
で
あ
る
と

気
付
い
た
場
合
、
誰
か
に
1
1
9
番
通

報
を
依
頼
し
、
次
の
方
法
で
異
物
の
除
去

を
試
み
ま
す
。
尚
、
傷
病
者
が
咳
を
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、咳
を
続
け
さ
せ
ま
す
。

◎
反
応
が
あ
る
場
合

●
腹
部
突
き
上
げ
法

傷
病
者
の
背
中
側
か
ら
腕
を

回
し
抱
え
る
よ
う
に
し
、
片
手

で
握
り
拳
を
作
り
、
傷
病
者
の

へ
そ
よ
り
も
上
で
み
ぞ
お
ち
の
下

方
に
当
て
ま
す
。
そ
の
拳
を
も

う
一
方
の
手
で
握
り
、
素
早
く
手

前
上
方
側
へ

圧
迫
す
る
よ

う
に
突
き
上

げ
ま
す
。

※
実
施
し
た
後
は
、
必
ず
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

妊
婦
や
乳
児
に
は
腹
部
突
き

上
げ
法
を
お
こ
な
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
次
の
方
法
（
背
部
叩

打
法
）
を
行
っ
て
下
さ
い
。

●
背
部
叩
打
法

手
の
ひ
ら

の
付
け
根

で
、
肩
甲
骨

の
間
を
力
強

く
連
続
し
て

た
た
き
ま
す
。

◎
反
応
が
無
く
な
れ
ば
、
た
だ

ち
に
心
肺
蘇
生
法
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
心
肺
蘇
生
中
に

異
物
が
見
え
た
な
ら
、
異
物

を
取
り
除
き
ま
す
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
9
件

　

救　
　

急
…
…
1
1
7
8
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
16
件

（
平
成
26
年
11
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

昨
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

有
田
川
町
消
防
出
初
式

窒
息
事
故

文
化
財
防
火
デ
ー

日
曜
救
急
講
習
会
の

お
知
ら
せ

平
成
26
年 

消
防
出
初
式
の
様
子

12



有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
有田川町の
ええとこ紹介

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２ヶ所で介護予防等の相談に応
じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　1月19日（月）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター1F相談室

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽に参加下さい！

町内で介護予防の筋トレグループが元気に活動中です！

11月 11日に杉野原地区懇談会をおこない、みなさんから色々なお話を聞かせていただきました。
この懇談会は、65歳以上の方への健康についてのアンケート調査結果報告と今後の介護予防・地
域づくりについて、住民の方々と、いっしょに考えていこうとするものです。

～『御田舞』がつなぐ地域の絆（杉野原はこんなにええところ）～

杉野原ふれあいいきいきサロン

は楽しいわ。子供らと一緒に

ケーキ作りするときもあるよ

子どもから大人までみんなひ

とつになって守っている『御田

舞（おんだのまい）』は、各自

が自分の役割を意識して係わ

り、次世代に繋いでいる。行事

を通じて出会う機会も多いから

お互いのこともよくわかるよ

地区懇談会、今後も各地区で開催させていただきます。これからも
ますます元気で過ごすために、自分たちの地区に必要なこと、求め
ていること、できることを話し合ってみませんか。地域の絆を深め
るきっかけにしていただければ幸いです。

◎有田川町の地域を紹介します！ 今回は『杉野原区』

筋トレのシニアエクササイズ

や生きがいデイなどに参加し

ている人もあるよ！ここで教

室してくれるんなら集まろか

将来、耕作できなくなること

が心配やけど田畑作りが生き

がいになってる人も多いわ

移動販売もあるし地元の店も

配達してくれるし助かるよ。公

民館の行事でバスで出かけた

ときはスーパーで買い物して

来たこともあって楽しかったよ

一人暮らしで急に動けんよう

になった人がいたら代わる代

わる食事を運んだりして見に

行ったりしてるんよ！

地域の危険な所や安全な所

はみんながだいたいわかって

いるし、台風の時は近所で声

かけあって過ごしているよ

13



人
権
だ
よ
り
　
109

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
人
権
機
関
有
田
川
の
啓
発

活
動
に
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
「
あ
い
さ
つ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

人
権
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
方

よ
り
ご
応
募
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。「
あ
い
さ
つ
す
れ
ば
広
が
る
笑
顔
の

輪
」な
ど
素
晴
ら
し
い
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

通
信
手
段
の
発
達
等
に
よ
り
人
と
人
を
つ

な
ぐ
関
係
が
希
薄
に
な
る
中
で
、「
あ
い

さ
つ
」
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
も
人
権
が
侵
害
さ
れ

る
事
例
や
、
い
じ
め
や
虐
待
に
よ
っ
て
尊

い
命
が
絶
た
れ
る
心
痛
む
事
件
な
ど
が
多

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
改
め
て
、「
人
権
」

の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
も
人
権
有
田
川
で
は
、
講
演
会
、

映
画
会
の
開
催
や
研
修
会
な
ど
を
通
じ

て
、
命
の
尊
さ
や
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
、
優
し
さ
や
、
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
と
学
び
、
考
え
な
が

ら
更
な
る
人
権
意
識
の
向
上
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

人
権
機
関
有
田
川

会
長　

森　

本　

奉　

子

　

映
画
会
の
お
し
ら
せ

◇「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

と　

き
／
2
月
7
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
～

と
こ
ろ
／
き
び
ド
ー
ム

長
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た
団
塊
世
代

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
ゆ
う
い
ち
。

ち
い
さ
な
玉
ね
ぎ
・
ペ
コ
ロ
ス
の

よ
う
な
ハ
ゲ
頭
を
光
ら
せ
な
が
ら
、

漫
画
を
描
い
た
り
、
音
楽
活
動
を
し

な
が
ら
、
彼
は
父
さ
と
る
の
死
を
契

機
に
認
知
症
を
発
症
し
た
母
み
つ
え

の
面
倒
を
見
て
い
た
。

迷
子
に
な
っ
た
り
、
汚
れ
た
ま
ま
の

下
着
を
タ
ン
ス
に
し
ま
っ
た
り
す
る
よ

う
な
彼
女
を
、
ゆ
う
い
ち
は
断
腸
の

思
い
で
介
護
施
設
に
預
け
る
こ
と
に
。

苦
労
し
た
少
女
時
代
や
夫
と
の
生
活

と
い
っ
た
過
去
へ
の
意
識
が
さ
か
の

ぼ
っ
て
い
る
母
の
様
子
を
見
て
、
彼
の

胸
に
あ
る
思
い
が
去
来
す
る
。

 
お
知
ら
せ 

１
月
15
日（
木
）、
人
権
擁
護
委
員
特
設

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
午
後
1
時
か
ら
4
時
ま
で

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

「
あ
い
さ
つ
」を
大
切
に

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課Ｔ

Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

昨年、和歌山県・（財）和歌山県人権啓発センターが、人権について改めて考え
ていただこうという趣旨で募集した「人権の詩（こころのうた）2014」の中学生
の部において知事賞に受賞されました作品を紹介します。

また、八幡中学校、白馬中学校の二校が人権の詩（こころのうた）取組優秀校（感
謝状）に選ばれました。

めがねをかけはじめた。
周りのものがはっきり見えるよう
になった。

めがねをはずしてみた。
周りのものがはっきり見えなく
なった。

めがねをかけ始めてから、
はっきり見えなくてもいいものも
あるんじゃないかと思い始めた。
悲しいことやつらいことがあった
ときは、「心のめがね」をはずして、
はっきり見なくていいじゃないか。

でも、違った。
はっきり見えなくていいことだっ
て、しっかり受けとめて、はっきり
見れば、必ず乗り越えられる。

めがねをかけ始めた。
周りのものがはっきり見えるよう
になった。
「心のめがね」もかけ始めた。
すべてをはっきり見るために、
絶対はずさないって決めた。

人権の詩2014　知事賞（中学生の部）
「めがね」　金屋中学校3年　榎本　真子さん
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まちのデータ
（平成 26 年 11 月末日現在）

人口 27,473 人

男 12,921 人

女 14,552 人

10,392 世帯

交通事故発生件数
（11月中、物損、高速含む）

有田川町 61 件
死者 0 人　負傷 4 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

1
月
の
行
政
相
談

■
1
月
15
日（
木
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　

9
時
～
11
時
30
分

・
沼
区
民
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
15
時
30
分

■
1
月
22
日（
木
）

・
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

「
有
田
川
町
障
害
者
計
画
及
び
第
４
期
障
害

福
祉
計
画
」（
素
案
）へ
の
ご
意
見
を
募
集
中

標
記
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
策
定

委
員
会
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら

素
案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、
有
田
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.tow

n.aridagaw
a.lg.jp/

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

募 

集

◆
◆
◆

「
成
人
病
予
防
教
室
」参
加
者
募
集

有
田
川
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
金
屋
支
部
）
で
は
生
活
習
慣
改
善
を
目

的
と
し
た
成
人
病
予
防
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

が
つ
な
ぐ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
）
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
平
成
27
年
1
月
20
日（
火
）
午
前
9
時
～

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
／
有
田
川
町
内
に
お
住
ま
い
の

40
歳
～
70
歳
の
男
女（
30
名
）

●
内
容
／
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
お
話

や
、
塩
分
控
え
め
の
食
事
を
調
理
実
習
、

試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自
分
の
家
の

お
味
噌
汁
（
汁
椀
に
１／３
程
度
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
れ
ば
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク

●
参
加
費
／
無
料

●
申
込
締
切
／
平
成
27
年
1
月
13
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

平
成
27
年
度
き
の
く
に
フ
レ
ン
ズ
募
集

●
委
嘱
期
間
／
平
成
27
年
4
月
1
日
～

　

平
成
28
年
3
月
31
日（
1
年
間
）

●
募
集
人
数
／
3
名

●
業
務
内
容
／
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動 

：
①
メ
デ
ィ

ア
取
材
対
応
、
新
聞
社
訪
問
な
ど
に
よ
る

観
光
Ｐ
Ｒ
。
②
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
式
典
な

ど
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、
ア
テ
ン
ド
な
ど
。
詳

細
は
、
和
歌
山
県
観
光
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。http://w

w
w

.
w

akayam
a-kanko.or.jp/

■
問
い
合
わ
せ
／
（
公
社
）
和
歌
山
県
観

光
連
盟 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
係

　

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
7
7
6

■
問
い
合
わ
せ
・
無
料
案
内
、
願
書
の
請

求
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報

☎
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１（
代
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２
‐
５
７
４
‐
１
０
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.n-gaku.jp

名　称 概　　　要 履修年数 募集対象 出願・申込方法 願書・申込受付

広域通信制
ＮＨＫ学園
高等学校普
通科

全国どこからでも入学可能。ＮＨＫのテ
レビ・ラジオの放送を利用した特色のあ
る教育課程で、3 年間で高校卒業資格を
取得できます。登校は月に１～ 2 回。

3 年
（ただし、転編
入あり）

中学校を卒業した方、
または 2015 年 3 月
に卒業見込の方。高
等学校中退者他。

ご 請 求によ
り入 学 案 内
書と願 書を
お届け。

2015 年
1 月 25 日～
4 月 30 日

（必着）

ＮＨＫ学園
社会福祉士
養成課程

地域や社会福祉施設等で、高齢者や障害
者に対して福祉に関する相談援助を専門
的に行う国家資格である社会福祉士の受
験資格を取得できます。

1 年～ 2 年 一般養成科：大学
等を卒業した方
短期養成科：福祉
系大学等において
基礎科目を履修し
て卒業した方等

ご 請 求によ
り入 学 案 内
書と願 書を
お届け。

2015 年
2 月 25 日

（必着）まで

ＮＨＫ学園
生涯学習通
信講座

ＮＨＫ学園には、趣味・教養から語学・資格まで、幅
広いジャンルの講座が200 コース以上あります。
通信講座で新しい趣味・スキルを身につけてみま
せんか。無料の案内書をお気軽にご請求ください。

（主な講座：俳句、短歌、川柳、書道、ペン字、写経、水
彩画、絵手紙、写真、自分史、古文書、漢方薬膳、ハー
ブ、折り紙、ハングル、セルフ・カウンセリングなど）

受講期間：
３か月～
１年

（講座によって
異なります）

一般 ご請求により
案内書をお届
け。電話 ･Ｆ
ＡＸ・ホーム
ページからお
申込みいただ
けます。

通年申込受付

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
高
等
学
校

生
徒
募
集
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小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
春
休

み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
、
7
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
お
ひ
と
り
で
ご

参
加
に
な
る
方
が
8
割
以
上
、
は
じ
め
て

海
外
へ
行
か
れ
る
方
が
6
割
以
上
の
ご
参

加
で
す
の
で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
作

り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研

修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

●
派
遣
先
／
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ

ダ
・
フ
ィ
ジ
ー
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

フ
ィ
リ
ピ
ン

●
日
程
／
3
月
25
日（
水
）～
4
月
5
日（
日
）

9
～
11
日
間
※
事
業
に
よ
り
異
な
る

●
対
象
／
小
3
～
高
3
の
方
ま
で
※
事
業

に
よ
り
異
な
る

●
説
明
会
／
全
国
12
都
市
・
1
月
下
旬

※
入
場
料
無
料
。
予
約
不
要

●
参
加
費
／
35
．8
～
49
．8
万
円

※
1
月
26
日（
月
）ま
で
に
お
申
込
の
方
は
、

早
割
り
で
1
万
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

●
締
切
／
2
月
2
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
／（
公
財
）

国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
‐
6
4
1
7
‐
9
7
2
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.kskk.or.jp

手 

当

◆
◆
◆

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
有
田
川
町

重
度
心
身
障
害
者（
児
）
福
祉
手
当

有
田
川
町
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
福

祉
手
当
は
、
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
し
て
お
ら
れ
、
在
宅
で
身
体
・
知
的
も

し
く
は
精
神
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
に

対
し
、
福
祉
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※「
在
宅
」
と
は
自
宅
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
、
及
び
平
成
26
年
10
月
1
日
に
お

い
て
施
設
入
所
、
病
院
又
は
診
療
所
に

継
続
し
て
3
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
な
い
方
。

●
支
給
要
件（
平
成
26
年
10
月
1
日
現
在
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
障
害
程
度
が
1
級
又
は
2
級
で
、
そ

の
手
帳
を
本
町
で
管
理
し
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お
り
障
害

程
度
が
Ａ
で
、
そ
の
手
帳
を
本
町
で
管

理
し
て
い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
お
り
障
害
程
度
が
1
級
で
、
そ

の
手
帳
を
本
町
で
管
理
し
て
い
る
方

●
手
当
額
／
年
額
1
万
円（
年
1
回
払
い
）

＊
受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
10
月

下
旬
に
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
申
請
が
ま
だ
の
方
は
役
場
窓
口
で

至
急
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

税 

金

◆
◆
◆

家
屋
・
土
地
の
変
更
の
届
け
出

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

で
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成
26
年

中
に
新
築
・
増
築
・
取
壊
し
の
あ
っ
た
家

屋
ま
た
は
、
田
畑

を
造
成
し
た
等
、

用
途
の
変
更
が

あ
っ
た
土
地
に
つ

い
て
は
、
税
務
課

ま
で
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

吉
備
庁
舎
税
務

課平
成
26
年
分
所
得
税
・
平
成
27
年
度

町
県
民
税　

所
得
申
告
相
談
会
場

湯
浅
税
務
署
お
よ
び
有
田
川
町
役
場
吉

備
庁
舎
税
務
課
で
は
、
申
告
書
の
記
入
方

法
な
ど
の
ご
相
談
を
3
月
16
日
（
月
）
ま

で
常
時
（
開
庁
時
間
内
）
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
度
に
お
受
け
で
き
る

人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
内

各
地
域
に
次
の
日
程
で
申
告
相
談
会
場
を

設
置
し
ま
す
。
例
年
、
申
告
期
間
終
了
間

際
に
は
、
税
務
署
お
よ
び
税
務
課
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
相
談
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
4
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
7
期
の
納
付

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
第
4
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
7
期
分
の
納
期
限
は
、

2
月
2
日（
月
）
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
日
数
に
応

じ
て
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

局
住
民
福
祉
室

月　　日 時　　間 場　　所

２月18 日（水） 9:00～16:30 金屋文化保健センター
（３階 研修室）２月19 日（木）

２月23 日（月） 9:30～11:30 五郷生活改善センター
13:00～16:00 粟生住民センター

２月24 日（火）10:00～15:00 安諦地区基幹集落センター
３月 2 日（月） 9:30～15:00 二川住民センター

３月 3 日（火） 9:30～15:00 有田川町役場清水行政局
（２階 大会議室）

３月 4 日（水）
9:00～16:30 金屋文化保健センター

（３階 研修室）３月 5 日（木）
３月 6 日（金）
３月 8 日（日） 9:00～17:00 有田川町役場吉備庁舎 税務課
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償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
事
業

を
営
む
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
、

機
械
、
備
品
等
の
資
産
で
、
土
地
・
家
屋

と
同
様
に
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
2
月
2
日

（
月
）
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
窓
口
が
大
変
混
雑
致
し
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
お
早
め
に
（
1
月
中
旬
頃
）
提
出

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

湯
浅
税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

①
復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
に
つ
い
て

申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
復
興

特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま

で
、
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各

年
分
の
所
得
税
額
の
2
.
1
％
）
を
所
得

税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
「
復
興
特
別
所
得
税
額
」
欄
、「
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
額
」
欄
の
記

載
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
消
費
税
率
の
改
正
（
5
％
→
8
％
）
に

つ
い
て

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
消
費
税
（
地

方
消
費
税
を
含
む
）
の
税
率
が
8
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
分
の
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
は
、

旧
税
率
が
適
用
さ
れ
た
も
の
と
新
税
率
が

適
用
さ
れ
た
も
の
と
を
区
分
し
た
帳
簿
等

に
基
づ
き
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
年
金
受
給
者
の
た
め
の
申
告
会
場
の
ご

案
内

次
の
と
お
り
、
確
定
申
告
期
間
前
に
年

金
受
給
者
に
係
る
申
告
会
場
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
2
月
9
日（
月
）

金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
2
月
10
日（
火
）

清
水
行
政
局
2
階
大
会
議
室

●
2
月
12
日（
木
）

吉
備
庁
舎
3
階
中
会
議
室

※
開
設
時
間
／
10
時
～
16
時

④
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
お
知
ら
せ

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
＊
こ
の
場
合

で
あ
っ
て
も
、
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
税
務
署

☎
６
３
‐
5
3
5
1

案 

内

◆
◆
◆

和
歌
山
県
の
都
市
計
画
区
域
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
に
関
す
る
都
市

計
画
案
の
縦
覧
等
に
つ
い
て

吉
備
都
市
計
画　

都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
を
行
い

ま
す
の
で
、
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
縦
覧

し
ま
す
。
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
都
市
計
画
の
名
称
／
吉
備
都
市
計
画　

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針
（
県
決
定
）

●
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
／
平
成
27
年

1
月
30
日（
金
）
～
2
月
13
日（
金
）

■
縦
覧
場
所
・
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

・
県
庁　

都
市
政
策
課

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
3
2
3
1

・
吉
備
庁
舎
建
設
課
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平
成
26
年
12
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
改
め
て
交
付
手
続
き
を
お
取
り
く
だ

さ
い
。
手
続
き
は
役
場
各
窓
口
で
行
え
ま

す
。
お
越
し
の
際
は
、
世
帯
主
ま
た
は
世

帯
主
か
ら
委
任
を
受
け
た
方
で
認
印
と
来

ら
れ
る
方
の
運
転
免
許
証
な
ど
身
元
確
認

の
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課

有
田
川
町
吉
備
都
市
計
画
公
園
（
2
・

2
・
1
号
庄
児
童
公
園
）
の
変
更
に
関

す
る
都
市
計
画
案
の
縦
覧
等
に
つ
い
て

吉
備
都
市
計
画
公
園
（
2
・
2
・
1
号

庄
児
童
公
園
）の
変
更
を
行
い
ま
す
の
で
、

都
市
計
画
案
に
つ
い
て
縦
覧
し
ま
す
。

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧

期
間
中
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
都
市
計
画
の
名
称
／
吉
備
都
市
計
画
公

園
（
2
・
2
・
1
号
庄
児
童
公
園
）
の

変
更
（
有
田
川
町
決
定
）

●
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
／
平
成
27
年

1
月
30
日（
金
）
～
2
月
13
日（
金
）

■
縦
覧
場
所
・
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
／

吉
備
庁
舎
建
設
課

降
は
カ
ッ
コ
内
の
自
己
負
担
限
度
額
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
の

方
の
自
己
負
担
限
度
額
は
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
す
で
に
「
限
度
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、
有
効
期
限
が

平
成
27
年
1
月
か
ら
、
70
歳
未

満
の
方
の
医
療
費
の
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

昨
年
11
月
に
健
康
保
険
法
の
政
令
の
改

正
が
行
わ
れ
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担

を
求
め
る
観
点
か
ら

高
額
療
養
費
の
見
直

し
に
係
る
措
置
と
し

て
、
高
額
療
養
費
の

所
得
区
分
と
自
己
負

担
限
度
額
な
ど
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
自
己
負
担
限

度
額
は
平
成
25
年
中

の
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
適
用
区
分
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
改
正
で
適
用

区
分
が
細
分
化
さ

れ
、
70
歳
未
満
の
適

用
区
分
が
下
表
の
と

お
り
3
つ
の
旧
区
分

（
A
、
B
、
C
）
か

ら
、
5
つ
の
新
区
分

（
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、

オ
）
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
※
過
去
12
か

月
間
に
、
同
じ
世
帯

で
高
額
療
養
費
の
支

給
が
4
回
以
上
あ
っ

た
場
合
は
多
数
該
当

と
な
り
、
4
回
目
以

旧区分
（平成 26 年
12 月まで）

新区分
（平成27 年
1月から）

所得要件 自己負担限度額

上位所得者
世帯（A）

ア
町民税課税世帯で、基礎控
除後の所得が９０１万円を
超える世帯の方

252,600 円 +（総医療費 -842,000 円）
× 0.01 ※（４回目から 140,100 円）

イ
町民税課税世帯で、基礎控
除後の所得が６００万円超～
９０１万円以下の世帯の方

167,400 円 +（総医療費 -558,000 円）
× 0.01 ※（４回目から 93,000 円）

一般世帯
（B）

ウ
町民税課税世帯で、基礎控
除後の所得が２１０万円超～
６００万円以下の世帯の方

80,100 円 +（ 総 医 療 費 -267,000 円 ）
× 0.01 ※（４回目から 44,400 円）

エ
町民税課税世帯で、基礎控
除後の所得が２１０万円以
下の世帯の方

57,600 円※（４回目から 44,400 円）

町民税非課
税世帯（C） オ 町民税非課税世帯の方 35,400 円※（４回目から 24,600 円）
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自
殺
予
防
対
策
事
業 

ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
『
心
の
健
康

サ
ポ
タ
ー
養
成
講
座
～
広
げ
よ

う
気
づ
き
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
～
』

●
講
師
／
厚
坊 
浩
史 

氏
（
N
P
O
心
の

S
O
S
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
副
理
事
長
）

（
奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院　

臨

床
心
理
士
）

●
日
程
／
2
月
12
日（
木
）
13
時
～
15
時

　

金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
小
ホ
ー
ル

●
定
員
／
25
名　

申
し
込
み
必
要

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

1
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

◎
緊
急
時　

急
が
ず　

慌
て
ず

　

事
件
・
事
故
の
１
１
０
番
通
報

◎
相
談
は　

安
心
ダ
イ
ヤ
ル

　

警
察
相
談　

♯
9
1
1
0

１
１
０
番
は
「
事
件
・
事
故
」
に
あ
わ

れ
た
方
や
目
撃
さ
れ
た
方
な
ど
か
ら
の

「
緊
急
時
」
の
専
用
電
話
で
す
。

イ
タ
ズ
ラ
１
１
０
番
は
絶
対
に
ダ
メ
で
す
！

イ
タ
ズ
ラ
電
話
な
ど
の
た
め
に
、
事
件
・

事
故
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
１
０
番
の
か
け
方
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
な
に
が
あ
り
ま
し
た

　
（
交
通
事
故
・
ど
ろ
ぼ
う
・
け
ん
か
等
）

②
何
処
で
あ
り
ま
し
た

　
（
住
所
・
目
標
と
な
る
建
物
・
交
差
点
）

③
い
つ
で
す

　
（
何
時
こ
ろ
・
何
分
前
こ
ろ
の
こ
と
）

④
犯
人
・
け
が
人
は
い
ま
す

　
（
犯
人
の
特
徴
や
け
が
の
程
度
等
）

⑤
今
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

　
（
被
害
の
状
況
・
事
故
の
様
子
）

⑥
あ
な
た
の
名
前
・
住
所
・
連
絡
先

　
（
あ
な
た
は
ど
う
い
う
関
係
者
）

地
域
の
安
全
を
守
る
１
１
０
番

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
警
察
署
地
域
課

　

☎
６
４
‐
0
1
1
0

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は
、

23
日（
金
）
で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

1
月
の
献
血

●
1
月
14
日（
水
）

○（
株
）松
源
吉
備
店　

10
時
～
12
時
15
分

○
あ
り
だ
農
協
本
所　

14
時
～
16
時
30
分

●
1
月
21
日（
水
）

○
和
歌
山
ア
イ
コ
ム（
株
）

　

10
時
～
11
時
45
分
、
14
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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等
間
隔
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
日
没
後
に
は
、
徐
々
に
ラ
イ
ト

が
点
灯
し
始
め
、
電
球
色
と
青
や
緑
、
赤
な
ど
に
ゆ
っ
く
り
変

化
し
続
け
る
ラ
イ
ト
が
混
じ
り
合
い
、
幻
想
的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
権
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

三
田
区
で
は
空
き
家
を
活
用
し
た
「
お
も
て
な
し
処
」
を
開
設

い
た
だ
き
、
心
温
ま
る
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文

化
的
景
観
の
保
全
は
、
そ
の
活
用
が
果
た
さ
れ
て
こ
そ
実
現
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
地
域
と
行
政
が
協
働
し
な
が
ら
景

観
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

あ
ら
ぎ
島
イ
ル
ミ
テ
ラ
ス
は
、
2
月
1
日（
日
）
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
約
３
０
０
０
個
の
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
で
あ
ら
ぎ
島
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
中
で
す
。
こ
の
催
し
は
、
清

水
地
区
の
さ
ら
な
る
魅
力
発
信
や
活
性
化
を
目
的
と
し
た
事
業
を

実
施
し
て
い
る
有
田
川
町
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
企
画
し

た
今
回
初
め
て
の
試
み
で
、

一
般
公
募
の
結
果
「
あ
ら

ぎ
島
イ
ル
ミ
テ
ラ
ス
」
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
初
日

の
12
月
6
日（
土
）
に
は
、

雪
が
降
り
積
も
る
極
寒
の

中
、
早
朝
よ
り
あ
ら
ぎ
島

景
観
保
全
保
存
会
や
有
田

中
央
高
校
清
水
分
校
生
徒
、

関
連
団
体
の
方
々
を
は
じ

め
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
に
よ

り
準
備
が
行
わ
れ
、
あ
ぜ

道
に
ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
が

あ
ら
ぎ
島
イ
ル
ミ
テ
ラ
ス
を

開
催
し
て
い
ま
す

そ
の
35

●
〒

６４３‐００２１ 和
歌

山
県

有
田

郡
有

田
川

町
下

津
野

2018 -4
●

有
田

川
町

役
場

総
務

課
　

TEL 0737
−

52
−

2111
広

報
 有

田
川

 2
0

1
5

.1
 vol.10

9


